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南
宋
臨
安
の
人
口
再
説

実庁

j皮

義

南
宋
の
首
都
臨
安
（
杭
州
）
の
域
内
外
の
都
市
人
口
に
つ
い
て
、
加
藤
繁
氏
は
三
十
万
戸
、
百
五
十
万
人
前
後
（
域
内
九
十
万
人
、
南
廟

四
十
万
人
、
北
廟
二
十
万
人
）
と
推
定
し
、
一
方
、
桑
原
鴎
蔵
、
池
田
静
夫
、
日
野
開
三
郎
氏
は
百
万
戸
、
五
百
万
人
と
推
定
し
て
い

る
（
池
田
説
は
域
内
百
五
十
万
人
、
南
廟
二
百
万
人
、
北
廟
百
万
人
）
。
両
説
は
確
か
に
甚
だ
隔
絶
し
て
い
る
が
、
し
か
し
立
論
の
根
、

拠
に
援
用
さ
れ
た
資
料
の
中
、
臨
安
の
細
民
人
口
及
び
そ
の
米
穀
消
費
に
つ
い
て
の
夢
梁
録
持
一
米
鋪
、
発
辛
雑
識
判
官
ザ
お
よ
び
胡
長
講

の
虞
一
踊
廟
侍
（
時
閥
抗
叩
）
の
記
述
は
客
観
性
が
あ
り
、
か
っ
そ
の
解
釈
も
両
説
共
に
一
致
し
て
い
る
。
つ
ま
り
城
内
の
細
民
は
十
六
七
万

人
、
食
米
一
日
三
千
石
前
後
と
い
う
事
実
は
ほ
ぼ
動
か
せ
な
い
。
問
題
は
、
こ
の
事
実
を
基
礎
に
、
他
の
雑
多
な
概
数
的
統
計
を
参
照

し
て
、
い
か
に
し
て
合
理
的
全
人
口
推
計
を
下
す
か
に
あ
る
。
加
藤
氏
は
「
臨
安
戸
口
追
論
」
で
、
都
市
の
補
給
と
い
う
問
題
を
一
歩

進
め
、
行
在
省
倉
上
中
下
三
界
の
倉
儲
、
各
界
百
五
十
万
石
、
総
計
四
百
五
十
万
石
と
い
う
事
実
に
拠
っ
て
、
省
倉
に
補
給
を
仰
ぐ
宗

室
・
官
僚
・
軍
人
は
主
と
し
て
城
内
に
住
み
、
城
内
九
十
万
の
人
口
中
、
細
民
を
除
く
七
十
三
四
万
の
大
多
数
に
相
当
す
る
と
主
張
し

た。
筆
者
は
加
藤
氏
の
百
五
十
万
人
説
は
一
応
妥
当
な
推
計
と
考
え
、
か
つ
補
給
の
観
点
か
ら
一
貫
し
て
追
求
す
る
方
法
は
客
観
性
が
高
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い
と
思
う
が
、
行
在
省
倉
三
界
計
四
百
五
十
万
石
が
、
宗
室
・
官
僚
・
軍
人
の
年
間
消
費
で
あ
っ
た
と
す
る
意
見
に
は
賛
成
で
き
な
い
。

理
由
は
、
付
当
時
の
資
料
の
証
言
で
は
、
臨
安
で
年
間
に
消
費
さ
れ
る
官
米
（
諒
）
は
百
十
二

1
百
七
十
万
石
で
あ

1
1口
ま
た
臨
安

の
補
給
を
課
せ
ら
れ
た
雨
漸
路
の
上
供
米
年
額
は
、
名
目
百
五
十
五
万
石
、
実
徴
八
十
五
万
石
で
、
差
額
七
十
万
石
は
毎
年
、
臨
安
・

平
江
で
商
人
か
ら
和
擢
し
て
補
充
し
、
付
の
数
字
に
合
致
す
る
か
ら
で
あ
る
。
思
う
に
行
在
省
倉
計
四
百
五
十
万
石
の
倉
儲
は
、
三
年

分
の
蓄
積
額
を
挙
げ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
年
間
の
消
費
は
そ
の
三
分
の
一
の
百
五
十
万
石
で
あ
っ
た
に
相
違
な
い
。
こ
の
推
定
は
当

時
の
全
国
の
市
擢
つ
ま
り
官
米
の
補
給
制
度
か
ら
裏
づ
け
の
論
証
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
よ
う
に
解
す
る
と
、
加
藤
説
の
如
く
、

域
内
九
十
万
人
の
中
、
細
民
を
除
く
七
十
余
万
人
の
大
多
数
を
宗
室
・
官
僚
・
軍
人
と
見
る
こ
と
は
不
可
能
で
、
む
し
ろ
富
豪
・
富
商

・
不
在
地
主
の
比
率
を
高
く
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
池
田
説
の
如
く
、
域
内
百
五
十
万
と
す
る
に
は
、
富
豪
・
不
在
地
主
の
数

を
途
方
も
な
く
多
く
評
価
せ
ね
ば
な
ら
ず
、
彼
等
に
扶
養
さ
れ
る
家
族
や
使
用
人
の
数
が
多
か
っ
た
と
し
て
も
、

な
数
値
の
知
ら
れ
る
細
民
十
六
七
万
人
、
そ
の
食
米
三
千
石
と
い
う
事
実
に
照
し
て
、
到
底
受
け
入
れ
る
こ
と
が
出
来
な
い
。

一
方
で
か
な
り
明
確

注
（1
）
加
藤
繁
「
南
宋
の
首
府
臨
安
の
戸
口
に
就
い
て
」
（
『
支
那
経
済
史
考
讃
』
巻
下
）
、
「
臨
安
戸
口
追
論
」
（
『
支
那
経
済
史
考
詮
』
巻
下
）
。

（2
）
桑
原
臨
時
蔵
「
歴
史
上
よ
り
観
た
る
南
北
支
那
」
（
『
白
鳥
博
士
還
暦
記
念
東
洋
史
論
叢
』
、
『
東
洋
文
明
史
論
議
』
、
『
桑
原
隊
蔵
全
集
』
第
二
巻
）
0

（3
）
池
田
静
夫
「
南
宋
の
首
都
臨
安
の
戸
口
の
再
吟
味
」
（
文
化
五
｜
一
一
一
）
、
『
支
那
水
利
地
理
史
研
究
』
一
一
八
｜
一
二
九
頁
。

（4
）
日
野
開
三
郎
『
唐
代
邸
店
の
研
究
』
三
四

O
真
。
日
野
氏
は
城
内
三
十
万
戸
、
城
下
百
万
戸
と
推
定
し
て
い
る
。

（5
）
加
藤
繁
前
註
（
l
）
参
照
。

（6
）
朱
文
公
文
集
巻
九
四
散
文
閣
直
撃
士
李
公
（
椿
年
）
墓
誌
銘
「
京
師
月
須
米
十
四
万
五
千
石
」
、
建
炎
以
来
繋
年
要
録
巻
一
五
八
紹
興
十
八
年
九
月
丙
申

「
行
在
歳
支
軍
根
百
五
十
万
石
」
、
同
書
巻
一
八
回
紹
興
三
十
年
正
月
発
卯
「
行
在
合
用
米
百
十
二
万
石
」
。

（
7
）
宋
舎
要
輯
稿
食
貨
四
O
市
嬢
糠
革
、
乾
道
一
元
年
正
月
二
十
日
、
玉
海
巻
一
八
六
至
和
便
雑
。

（
8
）
斯
波
『
宋
代
商
業
史
研
究
』
一
五
五
、
一
五
六
頁
。


